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 「あわれみ」と聞くと、歴史を勉強した方

は反射的に「生類憐れみの令」という言葉

が頭に浮かぶかもしれませんが、その「あ

われみ」とは少々違いまして、聖書が語る

「あわれみ」について取り上げます。 

 今月の聖書のことばは「あわれみ深い者

は幸いです。その人たちはあわれみを受け

るから」とあります。これは、他人に優しく

していれば、その優しさが自分にも返って

来ますよ、と教えているわけではありませ

ん。そもそもですが、自分の心を探ってみ

る時に、どれだけ「あわれみ」があるのか疑

問です。何か意地悪されたり、気に食わな

いことをされたりすると、やり返したくな

る衝動にかられることはないでしょうか。

「あわれみ深い人」になれたら良いなぁ、

と思っても、現実の自分の姿にガッカリす

るということもあるかもしれません。 

 聖書を見ますと、「あわれみ」というのは、

神様が持っておられるご性質であることが

分かります。例をあげますと、「主（「神」の

こと）は、あわれみ深く、情け深い。(詩篇

103:8)」とあります。この神が持っておられ

る「あわれみ」がどういうものかと言いま

すと、それは、罪を赦してくださることで

あり、罪の悲惨さから救い出そうとして下

さることです。この神のあわれみほど素晴

らしいものはありません。なぜなら、人は

みな罪人であり、聖書は、その末路は滅び

だと語っているのですが、そこから神のあ

われみによって救い出されるからです。ク

リスチャンと呼ばれる人たちは、この神の

あわれみ深い者は幸いです。 

その人たちはあわれみを受けるから。 

【マタイの福音書 5章 7節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

あわれみを頂き、罪が赦され、罪の悲惨さ

から救い出されました。ですから、クリス

チャンは、この神のあわれみを受けていま

す。そして、この神のあわれみを受け、罪の

赦しを頂いているからこそ、その神のあわ

れみに感謝し、感動し、あわれみ深くなる

ことができます。自分自身が赦されている

ことに感動しているからこそ、感謝してい

るからこそ、他者をあわれもうとします。

たとえ相手が攻撃的であろうとも、それに

対して攻撃で対抗しようとはしません。ま

た、あわれみ深い人は、自分の弱さを知っ

ている人でもあり、自分に足りない部分が

あることを知っている人です。ですから、

高慢になることはありません。加えて、自

分が罪深い人間であるため、そのことを悲

しむ人であり、正しいことを行ないたいと

願いつつ飢え渇いている人です。そのよう

な人は、自分ではどうにも解決することが

できないので、あわれみ深い神のもとに向

かいます。そして、神のあわれみを頂き、他

者に対してもあわれみの心を持つことがで

きます。そして、他者をあわれみ、赦す時

に、自分も同じように神から赦された存在

であることを再確認させられ、自分自身が

どれだけ神からあわれんで頂いているのか

を覚えることができます。その点において、

あわれみ深い者は、あわれみを受けるので

す。もちろんいつも実践できるとは限りま

せん。相手の態度に我慢ならずに怒ってし

まうこともあるのが現実です。しかし、そ

んな時こそ今一度神のもとに帰り、罪の赦

しを頂いて再出発です。あなたも「あわれ

み深い者」になりたいとは思いませんか。 

◆コラム 

これまで葬儀の司式を何度かさせて頂く機

会がありました。信者はもちろん、未信者の方

の葬儀を司式したこともあります。参列され

たほとんどの方が「キリスト教の葬儀って良

いですね」と言ってくださいます。 

私たちも実はいつその日が来るのかは分か

りません。まだ元気な時に「自分はそう長くは

ない」と冗談っぽく言ったりしますが、本気で

そのように考え、死の備えをしている方は多

くありません。いつ来るか分からないその日

のために備えておくことは自分のためだけで

なく、残された家族のためにも大切なことで

す。ということで、6月25日(日)13時半から

当教会でキリスト教葬儀セミナーを開催する

ことにしました。資料の準備もありますので、

ご興味のある方は、ご連絡ください。 


